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件 名 受水槽等清掃役務 図面番号 １／９ 

図面名称 表 紙 縮 尺  



仕  様  書 

 

１ 件 名  受水槽等清掃役務 

２ 場 所  東京都世田谷区上用賀１丁目２０番１号 陸上自衛隊用賀駐屯地 

３ 工 期  契約日～Ｒ４.１２.２３ 

実工事 Ｒ４.１０. ８(土)基準 予備日Ｒ４.１０.１５(土) 

４ 概 要  受水槽（１基）及び高置水槽（２基）の内部清掃等 

共 通 仕 様 書 
 

１ 一般事項 

 (1) 本仕様書に記載してある事項のほか、一般財団法人建築保全センター編集・

発行「建築保全業務共通仕様書（最新版）」及び官側の指示による。 

 (2) 適 用 

  ア 本仕様書は、陸上自衛隊用賀駐屯地において実施する点検保守等に関する

業務に適用する。 

  イ 本仕様書に規定する事項は、別の定めがある場合を除き、受注者の責任に

おいて履行すべきものとする。 

 (3) 用語の定義 

  ア 現場代理人とは、本仕様書に規定する受注者側の業務責任者をいう。また、

業務を総合的に把握し、業務を円滑に実施するために官側との連絡調整を行

う者をいう。 

  イ 完了検査とは、本仕様書に規定するすべての業務の完了の確認、または毎

月の支払いの請求に関わる業務の終了の確認をするために官側が指定した

検査官が行う検査をいう。 

  ウ 点検とは、建築物等の部分について、損傷、変形、腐食、異臭その他の異

常の有無を調査することをいい、保守またはその他の措置が必要か否かの判

断を行うことをいう。 

 エ 法定点検とは、建築物の保全の関係法令に基づき実施することが規定され

ている点検をいう。 

  オ 保守とは、点検の結果に基づき建築物等の機能の回復または危険の防止の

ために行う消耗部品の取替え、注油、塗装その他含むこれらに類する軽微な 

   作業をいう。 

 

 

 

件 名 受水槽等清掃役務 図面番号 ２／９ 

図面名称 共 通 仕 様 書 縮 尺  



 

  カ 清掃とは、汚れを除去すること及び汚れを予防することにより仕上げ材を

保護し、快適な環境を保つための作業をいう。 

 (4) 受注者の負担の範囲 

  ア 業務の実施に必要な施設の電気、ガス、水道等の使用に係る費用は、受注

者の負担とする。ただし、点検保守対象設備の試運転及び清掃業務に関する

必要最小限の電気、ガス水道等の使用を除く。 

  イ 点検に必要な工具、計測機器等の器材は、設備機器に付属して設置されて

いるものを除き、受注者の負担とする。 

  ウ 保守に必要な消耗部品、材料、油脂等は、受注者の負担とする。ただし、

支給材料を除く。 

  エ 清掃に必要な資機材は、受注者の負担とする。 

 (5) 疑義に対する協議等 

   本仕様書に定められた内容に疑義が生じた場合は、官側と協議し、その指示

に従い実施する。 

 (6) 報告書の書式等 

   報告書の書式は、別に定めがある場合を除き、事前に監督官の承諾を得る。 

 (7) 関係法令等の遵守 

   業務の実施にあたり、駐屯地の規定を遵守するとともに適用を受ける関係法

令等を遵守し、業務の円滑な遂行を図る。 

 (8) 業務計画書 

   業務の実施に先立ち、実施体制、全体工程、業務担当者が有する資格等、必

要な事項を総合的にまとめた業務計画書を作成し、監督官の承諾を受ける。た

だし、軽微な業務の場合において監督官の承諾を得た場合は、この限りではな

い。 

 (9) 業務担当者 

  ア 受注者は、現場代理人を定め、官側に届け出る。また、現場代理人を変更

する場合も同様とする。 

  イ 現場代理人は、業務担当者以上の経験、知識及び技能を有する者とする。

なお、現場代理人は、業務担当者を兼ねることができる。 

  ウ 業務担当者は、その作業等の内容に応じ、必要な知識及び技能を有するも

のとする。 

  エ 法令等により作業等を行う者の資格が定められている場合は、当該資格を

有する者が作業等を行う。 

  オ 官側は、業務担当者の業務不履行、著しく不適格と明らかに認められる者

があった場合には、その理由を明示し、必要な措置を求めることができる。 
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   その場合、受注者は、業務に支障をきたさないように必要な措置を行わなけ

ればならない。 

(10) 業務条件 

   業務を行う時間は、原則として平日０８時１５分～１７時００分までとす

る。なお、業務日時を変更する場合は、事前に監督官の承諾をうけること。 

(11) 安全管理 

  ア 業務の実施にあたっては、常に整理整頓を行い、危険な場所には必要な安

全措置を講じ事故防止に努める。 

  イ 受注者側の不注意により建物等を損傷させた場合は、受注者の責任におい

て原状に復旧すること。 

(12) 保全の措置 

   許可を受けていない場所への立入は、厳禁とする。ただし、業務に際して立

入りの必要が生じた場合は、官側と調整し所定の手続きをすること。 

(13) 関連業務との調整 

   本業務とは契約外で関連及び調整を生じる業務が発生した場合については、

官側と協議しその指示に従うこと。 

(14) 点検の範囲 

  ア 定期点検及び臨時点検の対象部分、数量等は、特記による。 

  イ 特記した対象部分については、本仕様書に示す点検を実施し、その結果を

報告する。なお、特記した対象部分以外であっても、異常を発見した場合に

は、監督官に報告する。 

  ウ 特記した対象部分に、本仕様書の点検項目又は点検内容の対象となる部分

がない場合は、当該点検項目または点検内容に係る点検を実施することを要

さない。 

  エ 点検周期は、特記による。 

(15) 保守の範囲 

   点検の結果に応じ、実施する保守の範囲は、次のとおりとする。 

  ア 汚れ、詰まり、付着等がある部品または点検部の清掃 

  イ 取付け不良、作動不良、ずれがある場合の調整 

  ウ ボルト、ねじ等で緩みがある場合の増締め 

  エ 次に示す消耗部品の交換または補充 

   (ｱ) 潤滑油、グリス、充填油等 

   (ｲ) ランプ類、ヒューズ類 

   (ｳ) パッキン、ガスケット、Ｏリング類 

   (ｴ) 精製水 

 

 

件 名 受水槽等清掃役務 図面番号 ４／９ 
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  オ 接触部分、回転部分等への注油 

  カ 軽微な損傷がある部分の補修 

  キ 塗装（タッチペイント） 

  ク その他特記で定めた事項 

(16) 点検及び保守等の実施 

  ア 本仕様書に定めるところにより点検を適正に行い、必要に応じて、保守そ

の他の措置を講ずる。 

  イ 点検を行う場合には、あらかじめ監督官から劣化及び故障状況を聴取し、

点検の参考とする。 

  ウ 点検は、原則として目視、触接または軽打等により行う。 

  エ 測定を行う点検は、定められた測定機器または当該事項専用の測定機器を

使用する。 

  オ 異常を発見した場合には、同様な異常の発生が予想される箇所の点検を行

う。 

(17) 支給材料 

   保守に用いる消耗品、付属品等は、特記がある場合を除き、支給材料とする。 

  ア ランプ類 

  イ ヒューズ類 

  ウ 発電機・原動機用の潤滑油及び燃料 

(18) 応急措置等 

  ア 点検の結果、対象部分に脱落、落下または転倒のおそれがある場合、また、

継続使用することにより著しい損傷または関連する部材・機器等に影響を及

ぼすことが想定される場合は、簡易な方法により応急措置を講じるととも

に、速やかに監督官に報告する。 

  イ 落下、飛散等のおそれがあるものについては、その区域を立入禁止にする

等の危険防止措置を講じるとともに、速やかに監督官に報告する。 

  ウ 応急措置または危険防止措置に係る費用は官側との協議による。 

(19) 点検の省略 

  ア 次に掲げる部分は、点検を省略することができる。ただし、特記がある場

合はこの限りでない。 

   (ｱ) 容易に出入できる点検口のない床下または天井裏にあるもの。 

   (ｲ) 配管または配線のための室、屋上その他にある機器で、容易に出入でき

ない場所にあるもの。 

   (ｳ) 電気の通電または運転を中止することが極めて困難な状況にあるもの

及びその付近にあるもので、点検をすることが危険であるもの。 

   (ｴ) 地中もしくはコンクリートその他の中に埋設されているもの。 
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   (ｵ) 足場のない給気または排気のための塔。 

   (ｶ) ロッカー、家具等があり点検不可能なもの。   

  イ 同一の対象部分について、複数の点検が同一の時期に重複する場合にあっ

ては、同点検内容が同一である限り、当該最長周期の点検により重ねて他周

期の点検を行うことを要しない。 

(20) 点検日及び保守に伴う注意事項 

  ア 点検及び保守の実施の結果、対象部分の機能、性能を現状より低下させて

はならない。 

  イ 点検及び保守の実施にあたり、仕上げ材、構造材等の一部撤去または損傷

を伴う場合には、あらかじめ監督官の承諾を受ける。 

  ウ 点検に使用する脚立等は、受注者の負担とする。ただし、高所作業に必要

な足場、仮囲い等（作業床高さ２ｍ以上）は、特記による。 

(21) 提出書類 

  ア 現場代理人等届 

  イ 業務計画書（様式随意） 

  ウ 工程表 

  エ 日誌 

  オ 打合せ簿（発生の都度） 

  カ 材料搬入報告書（発生の都度） 

  キ 発生材調書（発生の都度） 

  ク その他官側の指定するもの 

  ケ 官側より受けた仕様書等はすべて受注者等に残してはならない。関連した

情報が漏洩した場合は、受注者がすべて責任を負うこと。 

(22) 写真撮影 

   業務の実施に伴い、作業前・作業後及び作業中の隠蔽となる箇所、材料搬入、

主要な作業段階の実施状況、その他官側の指示した箇所を撮影し、写真帳（Ａ

４版）に整理し、完了検査前に監督官に１部提出すること。 

(23) 廃棄物の処理 

   業務の実施に伴い発生した金属類の発生材については、監督官の指示する場

所に集積し、発生材調書とともに官側に引き継ぐものとする。その他の発生し

た産業廃棄物等は、受注者の責任において適正に処理する。なお、産業廃棄物

に関しては、マニフェストの写し（Ａ、Ｂ２、Ｄ、Ｅ票）を契約工期内に官側

に提出すること。 

(24) 役務完了検査 

   受注者は、仕様書に規定する業務を終了した場合、官側の指定された検査官

の検査を受けること。 
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特  記  仕  様  書 

 

１ 役務対象設備 

 (1) 役務対象設備は次のとおりとする。 

  ア 受水槽 

   (ｱ) 規 格 等 ＦＲＰ製パネルタンク（告示型） 

６０ｔ（５．５×４．４×３．３Ｈ）１槽式 

   (ｲ) 有効水量 ５０㎥ 

   (ｳ) 場  所 ポンプ室（屋外） 

イ 高置水槽１ 

   (ｱ) 規 格 等 ＦＲＰ製パネルタンク（保温型） 

４ｔ（２．０５×１．５５×１．５Ｈ）１槽式 

   (ｲ) 有効水量 ３㎥ 

   (ｳ) 場  所 本部隊舎屋上（屋外） 

ウ 高置水槽２ 

   (ｱ) 規 格 等 ＦＲＰ製パネルタンク（保温型） 

１２ｔ（３．３×２．２×２．２Ｈ）１槽式 

   (ｲ) 有効水量 ９㎥ 

   (ｳ) 場  所 １号隊舎屋上（ペントハウス上） 

                   

２ 役務実施日 

清掃作業は、令和４年１０月８日（土）を基準日とし、予備日を１０月１５日

（土）とする。細部については、官側の指示によるものとする。 

 

３  役務内容 

(1) 役務概要 

ア 汚れ、詰まり、付着等がある部品または点検部の清掃 

イ 取付け不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整 

ウ ボルト、ねじ等で緩みがある場合の増し締め 

エ 軽微な損傷がある部分の補修 

オ これらに類する軽微な作業 

(2) 清掃の一般事項 

ア 作業は、健康状態の良好な者が行うこととし、作業前に細菌検査結果書 

を提示すること。 

イ 作業衣及び使用器具は水槽の清掃専用のものとする。また作業が衛生的に

行われるようにする。 

ウ 水槽内の照明、換気等に注意して事故防止を図る。 
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(3)  清掃作業 

ア 水槽内の沈殿物質及び浮遊物質並びに壁面等に付着した物質を除去し洗

浄する。壁面等に付着した物質の除去は、水槽の材質に応じ、適切な方法で

行う。 

イ 洗浄に用いた水は、完全に水槽外に排除するとともに、水槽周辺の清掃を

行う。 

ウ 清掃終了後、水道引込管内等の停滞水や管内のもらいさび等が水槽内に流

入しないようにする。 

(4)  消毒 

ア 清掃終了後、塩素剤を用いて 2 回以上の水槽内の消毒を行う。 

イ 消毒は、水槽内の全壁面、床及び天井の下面について、消毒薬を高圧洗浄

機等を利用して噴霧により吹付けるか、ブラシ等を利用して行う。 

ウ 消毒に使用した水は、完全に水槽外に排除する。 

エ 消毒終了後は、水槽内に人の立ち入りを禁止する措置を講じる。 

(5) 水槽の水張り 

消毒後の水洗い及び水槽内への水の注入は、消毒終了後少なくとも３０分以

上経過してから行う。 

(6)  水質検査及び残留塩素測定 

水槽の水張り終了後、官側の指定する箇所（表「採水場所・数量・検査項目」

参照）で水質測定を実施する。なお、採水･回収の実施及び容器等消耗品は、

受注者の負担とする。 

 (7)  その他 

   本役務に際し、産業廃棄物が発生したに場合は、全て官側に引き継ぐものと

する。 

 

表「採水場所・数量・検査項目」 

採 水 箇 所  数量 検 査 項 目 

清掃日 清掃完了後１週間程度後 

受水槽側面 

排 水 弁 
１検体 ・有利残留塩素濃 

度 

・臭気 

・味 

・色度 

・濁度 

・一般細菌     ・味 

・大腸菌      ・色度 

・塩化物イオン   ・濁度 

・有機物（全有機炭素(TOC)の量） 

・ｐＨ値 

・臭気 

１ 号 隊 舎  

３階洗面所 
１検体 

２３号本部隊舎 

高 置 水 槽  

排 水 弁 

１検体 
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